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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成29年7月27日(2017.7.27)

【公表番号】特表2016-526538(P2016-526538A)
【公表日】平成28年9月5日(2016.9.5)
【年通号数】公開・登録公報2016-053
【出願番号】特願2016-520406(P2016-520406)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｄ 207/22     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/50     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/36     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/76     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/78     (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/653    (2006.01)
   Ａ０１Ｎ  43/56     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/02     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   5/00     (2006.01)
   Ａ０１Ｐ   7/04     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4164   (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/40     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 263/20     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/421    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 277/54     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/426    (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 249/12     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4196   (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 233/72     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  45/00     (2006.01)
   Ｃ０７Ｄ 231/34     (2006.01)
   Ａ６１Ｋ  31/4152   (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  43/00     (2006.01)
   Ａ６１Ｐ  33/14     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｄ  207/22     ＣＳＰ　
   Ａ０１Ｎ   43/50     　　　Ｒ
   Ａ０１Ｎ   43/50     　　　Ｑ
   Ａ０１Ｎ   43/36     　　　Ｂ
   Ａ０１Ｎ   43/76     　　　　
   Ａ０１Ｎ   43/78     　　　Ｆ
   Ａ０１Ｎ   43/653    　　　Ｒ
   Ａ０１Ｎ   43/56     　　　Ｆ
   Ａ０１Ｐ    7/02     　　　　
   Ａ０１Ｐ    5/00     　　　　
   Ａ０１Ｐ    7/04     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  233/34     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4164   　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/40     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  263/20     　　　　
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   Ａ６１Ｋ   31/421    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  277/54     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/426    　　　　
   Ｃ０７Ｄ  249/12     ５０８　
   Ａ６１Ｋ   31/4196   　　　　
   Ｃ０７Ｄ  233/72     　　　　
   Ａ６１Ｋ   45/00     　　　　
   Ｃ０７Ｄ  231/34     　　　　
   Ａ６１Ｋ   31/4152   　　　　
   Ａ６１Ｐ   43/00     １２１　
   Ａ６１Ｐ   33/14     　　　　

【手続補正書】
【提出日】平成29年6月14日(2017.6.14)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　式（Ｉ）

【化１】

〔式中、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい５員環（ここで
、該５員環は、さらなるカルボニル基、チオカルボニル基、置換されていてもよいイミノ
基によって及び／又は１個以上のヘテロ原子によって中断されていてもよい）を表し；
　Ｗは、水素又はハロゲンを表し；
　Ｖは、酸素；硫黄、置換されていてもよい窒素又は置換されていてもよい窒素の塩を表
し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、
　水素、ハロゲン、ヒドロキシル、アミノ、シアノ、ニトロ、ＯＣＮ、ＳＣＮ、ＳＦ５を
表し；又は、
　トリアルキルシリル、アルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、ヒドロキシアルキル
、アルコキシカルボニルアルキル、アルコキシアルキル、アルケニル、ハロアルケニル、
シアノアルケニル、アルキニル、ハロアルキニル、シアノアルキニル、アルコキシ、ハロ
アルコキシ、シアノアルコキシ、ヒドロキシカルボニルアルコキシ、アルコキシカルボニ
ルアルコキシ、アルコキシアルコキシ、アルキルヒドロキシイミノ、アルコキシイミノ、
アルキルアルコキシイミノ、ハロアルキルアルコキシイミノ、アルキルチオ、ハロアルキ
ルチオ、アルコキシアルキルチオ、アルキルチオアルキル、アルキルスルフィニル、ハロ
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アルキルスルフィニル、アルコキシアルキルスルフィニル、アルキルスルフィニルアルキ
ル、アルキルスルホニル、ハロアルキルスルホニル、アルコキシアルキルスルホニル、ア
ルキルスルホニルアルキル、アルキルスルホニルオキシ、アルキルカルボニル、ハロアル
キルカルボニル、カルボキシル、アルキルカルボニルオキシ、アルコキシカルボニル、ハ
ロアルコキシカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルア
ミノカルボニル、アルケニルアミノカルボニル、ジアルケニルアミノカルボニル、シクロ
アルキルアミノカルボニル、アルキルスルホニルアミノ、アミノスルホニル、アルキルア
ミノスルホニル、ジアルキルアミノスルホニル、アルキルスルホキシイミノ、アミノチオ
カルボニル、アルキルアミノチオカルボニル又はジアルキルアミノチオカルボニル（ここ
で、上記ラジカルは、全て、置換されていてもよい）を表し；又は、
　フェニルアルキル、フェノキシ、フェニルアルキルオキシ、フェノキシアルキル、フェ
ニルチオ、フェニルチオアルキル、フェニルスルフィニル、フェニルスルホニル、ヘタリ
ールアルキル、ヘタリールオキシ、ヘタリールアルキルオキシ、ヘタリールチオ、ヘタリ
ールスルフィニル又はヘタリールスルホニル（ここで、上記ラジカルは、全て、置換され
ていてもよい）を表し；又は、
　シクロアルキルアルキル、シクロアルキルオキシ、シクロアルキルアルコキシ、シクロ
アルキルチオ、シクロアルキルアルキルチオ、シクロアルキルスルフィニル、シクロアル
キルアルキルスルフィニル、シクロアルキルスルホニル、シクロアルキルアルキルスルホ
ニル又はシクロアルケニル（ここで、上記ラジカルは、全て、それぞれ置換されていても
よい）を表し；又は、
　ＮＲ’Ｒ”［ここで、Ｒ’及びＲ”は、それぞれ互いに独立して、水素、シアノ、アル
キル、ハロアルキル、シアノアルキル、ヒドロキシアルキル、アルコキシアルキル、アル
キルチオアルキル、アルケニル、ハロアルケニル、シアノアルケニル、アルキニル、ハロ
アルキニル、シアノアルキニル、アシル又はアルコキシカルボニルを表し；又は、Ｒ’と
Ｒ”は、それらが結合している窒素原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不飽和
の５～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される１個
以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよい］を表し；又は、
　３～６員の飽和、部分的飽和又は芳香族の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる
群から独立して選択される１～３個のヘテロ原子を含んでいてもよく、及び、該環は、置
換されていてもよい）を表し；
又は、
　ＸとＺ、又は、ＹとＺは、それらが結合している炭素原子と一緒に、５員又は６員の環
（ここで、該環は、置換されていてもよく、及び、Ｏ、Ｓ、Ｎ及びＣＯからなる群から独
立して選択される１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成し；及び、
　ｎは、数０、１又は２を表す〕
で表される化合物。
【請求項２】
　請求項１に記載の化合物において、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、
【化２】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｖ１、Ｖ２及びＶ３は、それぞれ互いに独立して、
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　酸素；硫黄、置換されていてもよい窒素又は置換されていてもよい窒素の塩を表し；
　Ｑ１及びＱ２は、それぞれ互いに独立して、
　酸素、硫黄又は置換されていてもよい窒素を表し；又は、
　置換されていてもよい炭素原子を表し；但し、Ｑ１は、アルキルカルボニルアミノラジ
カルは表さず；
　Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　アルキル、シクロアルキルアルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、ヒドロキシアル
キル、アルコキシアルキル、アミノアルキル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキル
チオアルキル、ハロアルキルチオアルキル、アルコキシアルキルチオアルキル、アルキル
スルファニルアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル、
ハロアルキルスルファニルアルキル、ハロアルキルスルフィニルアルキル、ハロアルキル
スルホニルアルキル、アルコキシアルキルスルファニルアルキル、アルコキシアルキルス
ルフィニルアルキル、アルコキシアルキルスルホニルアルキル、フェニルアルキル、フェ
ノキシアルキル、フェニルスルファニルアルキル、フェニルスルフィニルアルキル、フェ
ニルスルホニルアルキル、ヘタリールアルキル、ヘタリールオキシアルキル又はヘタリー
ルチオアルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることが
でき、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキ
ルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　アルキルカルボニル、ハロアルキルカルボニル、ヒドロキシアルキルカルボニル、アル
コキシアルキルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、アルコキシカ
ルボニル、ハロアルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、アミノカルボニル、
アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、シクロアルキルアミノカルボ
ニル、ジシクロアルキルアミノカルボニル、シクロアルキル（アルキル）アミノカルボニ
ル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、アルキル（アリール）ア
ミノカルボニル、シクロアルキル（アリール）アミノカルボニル、アルキルアミノチオカ
ルボニル、ジアルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又は、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルコキシ、アリールオキシ、アリールアル
キルオキシ、シクロアルキルオキシ、シクロアルキルアルキルオキシ若しくはカルボニル
オキシ（ここで、上記ラジカルは、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又は、
置換されていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、ジハロアルキルアミノ、シ
クロアルキルアミノ、ジシクロアルキルアミノ、シクロアルキル（アルキル）アミノ、ア
リールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジヘタリールアミノ、アルキル（
アリール）アミノ、シクロアルキル（アリール）アミノ、アルキルカルボニルアミノ、ア
リールカルボニルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニルアミ
ノ、アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、アルキルスルホニルア
ミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若し
くは不飽和であることができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表すか、又は、ア
ミノを表し；又は、
　アルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルス
ルファニル、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、シクロアルキルスル
ファニル、シクロアルキルスルフィニル、シクロアルキルスルホニル、シクロアルキルア
ルキルスルファニル、シクロアルキルアルキルスルフィニル、シクロアルキルアルキルス
ルホニル、アリールスルファニル、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリー
ルアルキルスルファニル、アリールアルキルスルフィニル、アリールアルキルスルホニル
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、アミノスルホニル、アルキルアミノスルホニル、ジアルキルアミノスルホニル若しくは
アリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和で
あることができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表すか、又は、スルファニルを
表し；又は、
　Ｒ４とＲ５は、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不
飽和の３～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される
１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不
飽和の３～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される
１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素又はハロゲンを表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、上記で記載されている意味を有し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項３】
　請求項２に記載の化合物において、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、（Ｉ－Ａ）～（Ｉ－Ｄ）からなる群か
ら選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｖ１、Ｖ２及びＶ３は、それぞれ互いに独立して、
　酸素；硫黄、ＮＲ１１又はＮＲ１１の塩を表し；
　Ｑ１は、酸素、硫黄、ＮＲ１又はＣＲ２Ｒを表し；
　Ｑ２は、ＮＲ１０又はＣＲ８Ｒ９を表し；
　Ｒ１は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　アルキル、シクロアルキルアルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、ヒドロキシアル
キル、アルコキシアルキル、アミノアルキル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキル
スルファニルアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル、
ハロアルキルスルファニルアルキル、ハロアルキルスルフィニルアルキル、ハロアルキル
スルホニルアルキル、アルコキシアルキルスルファニルアルキル、アルコキシアルキルス
ルフィニルアルキル、アルコキシアルキルスルホニルアルキル、フェニルアルキル、フェ
ノキシアルキル、フェニルスルファニルアルキル、フェニルスルフィニルアルキル、フェ
ニルスルホニルアルキル、ヘタリールアルキル、ヘタリールオキシアルキル、ヘタリール
チオアルキル、アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、アリールカルバモイ
ル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／
又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキ
ルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロアルキルカルボニル、ヒドロキシアルキルカルボニル、アルコキシアルキルカルボ
ニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、ハロアルコキシカルボニル、アミノ
カルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、シクロアルキル
アミノカルボニル、ジシクロアルキルアミノカルボニル、シクロアルキル（アルキル）ア
ミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、アルキル（
アリール）アミノカルボニル、シクロアルキル（アリール）アミノカルボニル、アルキル
アミノチオカルボニル、ジアルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル
（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又
は、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；
又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　アルコキシ、ハロアルコキシ、シクロアルキルオキシ、アリールオキシ、アリールアル
キルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、置換されていてもよい
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）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　アルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、ジハロアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、シ
クロアルキルアミノ、ジシクロアルキルアミノ、シクロアルキル（アルキル）アミノ、ア
リールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジヘタリールアミノ、アルキル（
アリール）アミノ、シクロアルキル（アリール）アミノ、アルキルカルボニルアミノ、ア
リールカルボニルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニルアミ
ノ、アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、アルキルスルホニルア
ミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若し
くは不飽和であることができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表すか、又は、ア
ミノを表し；又は、
　アルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルス
ルファニル、ハロアルキルスルフィニル、シクロアルキルスルファニル、シクロアルキル
スルフィニル、シクロアルキルスルホニル、シクロアルキルアルキルスルファニル、シク
ロアルキルアルキルスルフィニル、シクロアルキルアルキルスルホニル、アリールスルフ
ァニル、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリールアルキルスルファニル、
アリールアルキルスルフィニル、アリールアルキルスルホニル、アミノスルホニル、アル
キルアミノスルホニル、ジアルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル
（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又
は、置換されていてもよい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　アルキル、シクロアルキルアルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、ヒドロキシアル
キル、アルコキシアルキル、アミノアルキル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキル
スルファニルアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル、
ハロアルキルスルファニルアルキル、ハロアルキルスルフィニルアルキル、ハロアルキル
スルホニルアルキル、アルコキシアルキルスルファニルアルキル、アルコキシアルキルス
ルフィニルアルキル、アルコキシアルキルスルホニルアルキル、フェニルアルキル、フェ
ノキシアルキル、フェニルスルファニルアルキル、フェニルスルフィニルアルキル、フェ
ニルスルホニルアルキル、ヘタリールアルキル、ヘタリールオキシアルキル、ヘタリール
チオアルキル、アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、アリールカルバモイ
ル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／
又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキ
ルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　アルキルカルボニル、ハロアルキルカルボニル、ヒドロキシアルキルカルボニル、アル
コキシアルキルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、ハロアルコキ
シカルボニル、アミノカルボニル、アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボ
ニル、シクロアルキルアミノカルボニル、ジシクロアルキルアミノカルボニル、シクロア
ルキル（アルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカ
ルボニル、アルキル（アリール）アミノカルボニル、シクロアルキル（アリール）アミノ
カルボニル、アルキルアミノチオカルボニル、ジアルキルアミノチオカルボニル若しくは
アミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和である
ことができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくは
カルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル若しくは置換されていてもよいヘタリールを表し；又は
、
　アルコキシ、ハロアルコキシ、シクロアルキルオキシ、アリールオキシ、アリールアル
キルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、置換されていてもよい
）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　アルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、ジハロアルキルアミノ、ジアルキルアミノ、シ
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クロアルキルアミノ、ジシクロアルキルアミノ、シクロアルキル（アルキル）アミノ、ア
リールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジヘタリールアミノ、アルキル（
アリール）アミノ、シクロアルキル（アリール）アミノ、アルキルカルボニルアミノ、ア
リールカルボニルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニルアミ
ノ、アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、アルキルスルホニルア
ミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若し
くは不飽和であることができ、及び／又は、置換されていてもよいを表すか、又は、アミ
ノを表し；又は、
　アルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルス
ルファニル、ハロアルキルスルフィニル、シクロアルキルスルファニル、シクロアルキル
スルフィニル、シクロアルキルスルホニル、シクロアルキルアルキルスルファニル、シク
ロアルキルアルキルスルフィニル、シクロアルキルアルキルスルホニル、アリールスルフ
ァニル、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリールアルキルスルファニル、
アリールアルキルスルフィニル、アリールアルキルスルホニル、アミノスルホニル、アル
キルアミノスルホニル、ジアルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル
（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又
は、置換されていてもよい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　アルキル、シクロアルキルアルキル、ハロアルキル、シアノアルキル、ヒドロキシアル
キル、アルコキシアルキル、アミノアルキル、アルコキシカルボニルアルキル、アルキル
チオアルキル、ハロアルキルチオアルキル、アルコキシアルキルチオアルキル、アルキル
スルファニルアルキル、アルキルスルフィニルアルキル、アルキルスルホニルアルキル、
ハロアルキルスルファニルアルキル、ハロアルキルスルフィニルアルキル、ハロアルキル
スルホニルアルキル、アルコキシアルキルスルファニルアルキル、アルコキシアルキルス
ルフィニルアルキル、アルコキシアルキルスルホニルアルキル、フェニルアルキル、フェ
ノキシアルキル、フェニルスルファニルアルキル、フェニルスルフィニルアルキル、フェ
ニルスルホニルアルキル、ヘタリールアルキル、ヘタリールオキシアルキル又はヘタリー
ルチオアルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることが
でき、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和若しくは不飽和のシクロアルキル（ここで、該シクロアルキ
ルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　アルキルカルボニル、ハロアルキルカルボニル、ヒドロキシアルキルカルボニル、アル
コキシアルキルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、アルコキシカ
ルボニル、ハロアルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、アミノカルボニル、
アルキルアミノカルボニル、ジアルキルアミノカルボニル、シクロアルキルアミノカルボ
ニル、ジシクロアルキルアミノカルボニル、シクロアルキル（アルキル）アミノカルボニ
ル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、アルキル（アリール）ア
ミノカルボニル、シクロアルキル（アリール）アミノカルボニル、アルキルアミノチオカ
ルボニル、ジアルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又は、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　アルコキシ、ハロアルコキシ、アルコキシアルコキシ、アリールオキシ、アリールアル
キルオキシ、シクロアルキルオキシ、シクロアルキルアルキルオキシ若しくはカルボニル
オキシ（ここで、上記ラジカルは、飽和若しくは不飽和であることができ、及び／又は、
置換されていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　アルキルアミノ、ジアルキルアミノ、ハロアルキルアミノ、ジハロアルキルアミノ、シ
クロアルキルアミノ、ジシクロアルキルアミノ、シクロアルキル（アルキル）アミノ、ア
リールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジヘタリールアミノ、アルキル（
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アリール）アミノ、シクロアルキル（アリール）アミノ、アルキルカルボニルアミノ、ア
リールカルボニルアミノ、アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニルアミ
ノ、アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、アルキルスルホニルア
ミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若し
くは不飽和であることができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表すか、又は、ア
ミノを表し；又は、
　アルキルスルファニル、アルキルスルフィニル、アルキルスルホニル、ハロアルキルス
ルファニル、ハロアルキルスルフィニル、ハロアルキルスルホニル、シクロアルキルスル
ファニル、シクロアルキルスルフィニル、シクロアルキルスルホニル、シクロアルキルア
ルキルスルファニル、シクロアルキルアルキルスルフィニル、シクロアルキルアルキルス
ルホニル、アリールスルファニル、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリー
ルアルキルスルファニル、アリールアルキルスルフィニル、アリールアルキルスルホニル
、アミノスルホニル、アルキルアミノスルホニル、ジアルキルアミノスルホニル若しくは
アリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和で
あることができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表すか、又は、スルファニルを
表し；又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不
飽和の３～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される
１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ４とＲ５は、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不
飽和の３～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される
１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不
飽和の３～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される
１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、置換されていてもよい飽和又は不
飽和の３～８員の環（ここで、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から独立して選択される
１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素又はハロゲンを表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、上記で記載されている意味を有し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項４】
　請求項２又は３に記載の化合物において、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、（Ｉ－Ａ）～（Ｉ－Ｄ）からなる群か
ら選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｖ１、Ｖ２及びＶ３は、それぞれ互いに独立して、
　酸素；硫黄、ＮＲ１１又はＮＲ１１の塩を表し；
　Ｑ１は、酸素、硫黄、ＮＲ１又はＣＲ２Ｒ３を表し；
　Ｑ２は、ＮＲ１０又はＣＲ８Ｒ９を表し；
　Ｒ１は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
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Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されて
いてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少数が
２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノカ
ルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（アリール）アミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それ
ぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義さ
れている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）
を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
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Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノカ
ルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（アリール）アミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それ
ぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義さ
れている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）
を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
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は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６、Ｒ７、Ｒ８及びＲ９は、いずれの場合にも互いに独立
して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファ
ニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
ホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又はヘタリールチオ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であるこ
とができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
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クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロ
キシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記
ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、
炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不
飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換さ
れていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少
数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ
、ジヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリール
カルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボ
ニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで
、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場
合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若し
くは不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルであり；又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
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ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ４とＲ５は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素又はハロゲンを表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、上記で記載されている意味を有し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項５】
　請求項１～４のいずれかに記載の化合物において、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、式（Ｉ－Ａ）
【化３】

で表される下位構造であり；
ここで、
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　Ｖ１は、酸素、硫黄、ＮＲ１１又はＮＲ１１の塩を表し；
　Ｑ１は、酸素、硫黄、ＮＲ１又はＣＲ２Ｒ３を表し；
　Ｒ１は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されて
いてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少数が
２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノカ
ルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（アリール）アミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それ
ぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義さ
れている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）
を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
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アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１１は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカ
ルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカ
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ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニ
ル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（こ
こで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカル
の場合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和
若しくは不飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；
又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
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ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファ
ニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
ホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又はヘタリールチオ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であるこ
とができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロ
キシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記
ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、
炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不
飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換さ
れていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少
数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ
、ジヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリール
カルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボ
ニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで
、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場
合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若し
くは不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
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スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルであり；又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ４とＲ５は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｗは、水素、フッ素又は塩素を表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニト
ロ、アミノ、ヒドロキシル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（
Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ

１－Ｃ４）ハロアルコキシ又はアミノチオカルボニルを表し；又は、
　ベンジル、フェノキシ、フェニルチオ、シクロプロピルメチル、シクロプロピルオキシ
又はシクロプロピルチオ（ここで、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒ
ドロキシル、アミノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフ
ルオロエトキシ及びシクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩
素、シアノで置換されていてもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっ
ている置換基で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；又は、
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル又はフェニル（ここ
で、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチ
ル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及びシクロプロ
ピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていても
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よい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で１置換又は多置
換されていてもよい）を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項６】
　請求項５に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ａ）で表される下位構造は、
【化４】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１は、水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカ
ルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルカルボニル若しくはアミノチ
オカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、



(20) JP 2016-526538 A5 2017.7.27

又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１１は、水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
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イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ

６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、
（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアル
ケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、
それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又は、置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮ
からなる群から選択され１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ
若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい
）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
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　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ４とＲ５は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ６とＲ７は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘ及びＹは、互いに独立して、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフル
オロメチル、２，２－ジフルオロメチル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、
シクロプロピル、シアノ、アミノ、ヒドロキシル又はニトロを表し；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項７】
　請求項５又は６に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ａ）で表される下位構造は、
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【化５】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
　水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、シクロプロピル、シクロプロピルメ
チル、ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨＦ２、ＣＨ（ＣＨ３）ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ３、Ｃ
Ｈ２ＣＨ２ＣＨＦ２を表し；又は、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ４、Ｒ５、Ｒ６及びＲ７は、それぞれ互いに独立して、水素、メチル、
トリフルオロメチル又はフェニルを表し；
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘは、水素、塩素、フッ素又はメチルを表し；
　Ｙは、塩素、臭素、シアノ、メチル、トリフルオロメチル又はフッ素を表し；
　ここで、Ｘ及びＹは、特に、以下の組合せ（Ｙ，Ｘ）を表し：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｆ）
、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｈ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ３，
Ｈ）；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項８】
　請求項１～４のいずれかに記載の化合物において、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、式（Ｉ－Ｂ）

【化６】

で表される下位構造であり；
ここで、
　Ｖ１及びＶ２は、それぞれ互いに独立して、
　酸素；硫黄、ＮＲ１１又はＮＲ１１の塩を表し；
　Ｑ１は、酸素、硫黄、ＮＲ１又はＣＲ２Ｒ３を表し；
　Ｑ２は、ＮＲ１０又はＣＲ８Ｒ９を表し；
　Ｒ１は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
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ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されて
いてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少数が
２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノカ
ルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（アリール）アミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それ
ぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義さ
れている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）
を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
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不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカ
ルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニ
ル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（こ
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こで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカル
の場合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和
若しくは不飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；
又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファ
ニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
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ホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又はヘタリールチオ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であるこ
とができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロ
キシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記
ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、
炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不
飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換さ
れていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少
数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ
、ジヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリール
カルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボ
ニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで
、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場
合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若し
くは不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
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ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルであり又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素、フッ素又は塩素を表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、互いに独立して、水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、アミ
ノ、ヒドロキシル、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ

４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）アルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４

）ハロアルコキシ又はアミノチオカルボニルを表し；又は、
　ベンジル、フェノキシ、フェニルチオ、シクロプロピルメチル、シクロプロピルオキシ
又はシクロプロピルチオ（ここで、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒ
ドロキシル、アミノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフ
ルオロエトキシ及びシクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩
素、シアノで置換されていてもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっ
ている置換基で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；又は、
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル又はフェニル（ここ
で、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチ
ル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及びシクロプロ
ピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていても
よい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で１置換又は多置
換されていてもよい）を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項９】
　請求項８に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ｂ）で表される下位構造は、
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【化７】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１は、水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカ
ルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルカルボニル若しくはアミノチ
オカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、
又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
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ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
　水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ
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１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（
ここで、上記ラジカルは、それぞれ置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ
若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい
）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
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ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘ及びＹは、互いに独立して、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフル
オロメチル、２，２－ジフルオロメチル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、
シクロプロピル、シアノ、アミノ、ヒドロキシル又はニトロを表し；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１０】
　請求項８又は９に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ｂ）で表される下位構造は、
【化８】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１、Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
　水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｎ－ブチル、シクロプロピル、シク
ロプロピルメチル、ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨＦ２、ＣＨ（ＣＨ３）ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨ
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２ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨＦ２、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３、ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、Ｃ
Ｈ２ＣＨ＝ＣＨ２（＝アリル）、ＣＨ２ＣＣＨ（＝ビニル）又はベンジルを表し；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、メチル、トリフルオロメチル又はフェニルを表し；
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘは、水素、塩素、フッ素又はメチルを表し；
　Ｙは、塩素、臭素、シアノ、メチル、トリフルオロメチル又はフッ素を表し；
　Ｘ及びＹは、特に、以下の（Ｙ，Ｘ）組合せを表し：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（
Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｆ）、（Ｃｌ
，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｈ）、（Ｆ，Ｆ）、（ＣＦ３，Ｈ）；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１１】
　請求項１～４のいずれかに記載の化合物において、
　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、式（Ｉ－Ｃ）
【化９】

で表される下位構造を表し；
ここで、
　Ｖ１及びＶ２は、それぞれ互いに独立して、
　酸素；硫黄、ＮＲ１１又はＮＲ１１の塩を表し；
　Ｑ１は、酸素、硫黄、ＮＲ１又はＣＲ２Ｒ３を表し；
　Ｑ２は、ＮＲ１０又はＣＲ８Ｒ９を表し；
　Ｒ１は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
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シカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されて
いてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少数が
２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノカ
ルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（アリール）アミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それ
ぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義さ
れている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）
を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１０及びＲ１１は、それぞれ互いに独立して、
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　水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニ
ル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノカ
ルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（アリール）アミ
ノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それ
ぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義さ
れている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）
を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は、置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
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Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又は、ニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファ
ニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
ホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又はヘタリールチオ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であるこ
とができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロ
キシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
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（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記
ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、
炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不
飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換さ
れていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少
数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ
、ジヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリール
カルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボ
ニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで
、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場
合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若し
くは不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；又は、
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
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シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素、フッ素又は塩素を表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、
　水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ア
ルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ又はアミノチオカ
ルボニルを表し；又は、
　ベンジル、フェノキシ、フェニルチオ、シクロプロピルメチル、シクロプロピルオキシ
又はシクロプロピルチオ（ここで、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒ
ドロキシル、アミノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフ
ルオロエトキシ及びシクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩
素、シアノで置換されていてもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっ
ている置換基で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；又は、
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル又はフェニル（ここ
で、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチ
ル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及びシクロプロ
ピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていても
よい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で１置換又は多置
換されていてもよい）を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１２】
　請求項１１に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ｃ）で表される下位構造は、
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【化１０】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１は、水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカ
ルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルカルボニル若しくはアミノチ
オカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、
又は、カルボニル若しくはカルボキシルであり；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
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アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ１０は、水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ
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３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（
ここで、上記ラジカルは、それぞれ置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ
若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい
）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；又は、
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　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘ及びＹは、それぞれ互いに独立して、
　水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、トリフルオロメチル、（２，２）－ジフ
ルオロメチル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメトキシ、シクロプロピル、シアノ、
アミノ、ヒドロキシル又はニトロを表し；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す
前記化合物。
【請求項１３】
　請求項１１又は１２に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ｃ）で表される下位構造は、
【化１１】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１及びＲ１０は、それぞれ互いに独立して、
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　水素、（Ｃ１－Ｃ４）アルキル、（Ｃ２－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ１－Ｃ３）アルコ
キシ（Ｃ１－Ｃ４）アルキル又は（Ｃ２－Ｃ４）アルケニルを表し；又は、
　飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ２）アルキル、フェニル又はフェニル（Ｃ１－Ｃ２）アルキル（ここで、上記ラジ
カルは、それぞれ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシ、メチル、エチル、
トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メト
キシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ、トリフルオロエチルス
ルファニル又はシクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、
シアノで置換されていてもよい）で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；
　Ｒ２、Ｒ３、Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又はフェニル（Ｃ１－Ｃ３）アルキル（ここで、上記ラジカル
は、それぞれ、ハロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシ、メチル、エチル、トリ
フルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ
、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ、トリフルオロエチルスルフ
ァニル又はシクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シア
ノで置換されていてもよい）で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；
　（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル又はフェニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、ハ
ロゲン、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、
ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリ
フルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ、トリフルオロエチルスルファニル又はシクロ
プロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；
　Ｒ２とＲ３は、それらが結合している原子と一緒に、シクロプロピル環、シクロブチル
環、シクロペンチル環又はシクロヘキシル環（ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニト
ロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ト
リフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、ト
リフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、
メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていてもよい）からなる群から選択される同一
であるか又は異なっている置換基で置換されていてもよい）を形成してもよく；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、シクロプロピル環、シクロブチル
環、シクロペンチル環又はシクロヘキシル環（ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニト
ロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、ト
リフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、ト
リフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シクロアルキルは、
メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていてもよい）からなる群から選択される同一
であるか又は異なっている置換基で置換されていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘは、水素、塩素、フッ素又はメチルを表し；
　Ｙは、塩素、臭素、シアノ、メチル、トリフルオロメチル又はフッ素を表し；
　ここで、Ｘ及びＹは、特に、以下の組合せ（Ｙ，Ｘ）を表し：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｆ）
、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｈ）、（Ｆ，Ｆ
）、（ＣＦ３，Ｈ）；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１４】
　請求項１～４のいずれかに記載の化合物において、
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　ＡとＢは、それらが結合している原子と一緒に、式（Ｉ－Ｄ）
【化１２】

で表される下位構造であり；
ここで、
　Ｖ１、Ｖ２及びＶ３は、それぞれ互いに独立して、
　酸素；硫黄、ＮＲ１１又はＮＲ１１の塩を表し；
　Ｑ２は、ＮＲ１０又はＣＲ８Ｒ９を表し；
　Ｒ１０は、水素、シアノ又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルファニル（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールス
ルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキ
シカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、アリールカルバモイル（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニ
ル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、フェニルカルボニル
、ヘタリールカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカ
ルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカ
ルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シク
ロアルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニ
ル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（こ
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こで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカル
の場合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和
若しくは不飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；
又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ若しくはカルボ
ニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ、ジ
ヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリールカル
ボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ、（
Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで、上
記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に
、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは
不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヒドロキシ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、アミノ（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオ（Ｃ１－Ｃ６）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルチオアルキル、（Ｃ１－Ｃ

６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニ
ル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファ
ニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
ィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスル
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ホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェノキシ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキル、フェニルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルフィニル
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニルスルホニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル、ヘタリールオキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル又はヘタリールチオ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、飽和若しくは不飽和であるこ
とができ、及び／又は、置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい飽和又は不飽和の（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（ここで、該シ
クロアルキルは、１個以上のヘテロ原子で中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ヒドロ
キシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アル
キルカルボニル、フェニルカルボニル、ヘタリールカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アリールオキシカルボニル、
アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（Ｃ１－Ｃ６）ア
ルキル）アミノカルボニル、アリールアミノカルボニル、ジアリールアミノカルボニル、
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル
（アリール）アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記
ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、
炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不
飽和であり得る）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、アリールオキシ、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ
、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換さ
れていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭素原子の定義されている最少
数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽和であり得る）を表すか、又
は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６

）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（（
Ｃ１－Ｃ６）アルキル）アミノ、アリールアミノ、ジアリールアミノ、ヘタリールアミノ
、ジヘタリールアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキル（アリール）アミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（アリール）アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニルアミノ、アリール
カルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、アリールオキシカルボ
ニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモイルアミノ、アリールカルバモイルアミノ
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ若しくはアリールスルホニルアミノ（ここで
、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場
合に、炭素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若し
くは不飽和であり得る）を表すか、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）
シクロアルキルスルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ

６）シクロアルキルスルホニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
スルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（
Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アリールスルファニル
、アリールスルフィニル、アリールスルホニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフ
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ァニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、アリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若しくはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラ
ジカルは、それぞれ、置換されていてもよく、及び／又は、不飽和ラジカルの場合に、炭
素原子の定義されている最少数が２である条件下では、該ラジカルは、飽和若しくは不飽
和であり得る）を表すか、又は、スルファニルを表し；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、該環は、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断さ
れていてもよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素、フッ素又は塩素を表し；
　Ｘ、Ｙ及びＺは、それぞれ互いに独立して、
　水素、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、アミノ、ヒドロキシル、（Ｃ１－Ｃ４）
アルキル、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルキル、（Ｃ２－Ｃ４）アルケニル、（Ｃ２－Ｃ４）ア
ルキニル、（Ｃ１－Ｃ４）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ４）ハロアルコキシ又はアミノチオカ
ルボニルを表し；又は、
　ベンジル、フェノキシ、フェニルチオ、シクロプロピルメチル、シクロプロピルオキシ
又はシクロプロピルチオ（ここで、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒ
ドロキシル、アミノ、メチル、エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフ
ルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフ
ルオロエトキシ及びシクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩
素、シアノで置換されていてもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっ
ている置換基で１置換又は多置換されていてもよい）を表し；又は、
　シクロプロピル、シクロブチル、シクロペンチル、シクロヘキシル又はフェニル（ここ
で、これらは、フッ素、塩素、臭素、シアノ、ニトロ、ヒドロキシル、アミノ、メチル、
エチル、トリフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチ
ル、メトキシ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及びシクロプロ
ピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていても
よい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で１置換又は多置
換されていてもよい）を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１５】
　請求項１４に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ｄ）で表される下位構造は、
【化１３】
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からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１０は、水素を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ２－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６

）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１

－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（ここで、上記ラジカルは、置換されてい
てもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロア
ルキルオキシ若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換され
ていてもよい）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；及び、
　Ｒ８及びＲ９は、それぞれ互いに独立して、
　水素、シアノ、ハロゲン又はニトロを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ハ
ロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、シアノ（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル
、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキ
ルスルフィニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、フェニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、ヘタリール
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（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、ハロ（Ｃ２－Ｃ６）アルケニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキル、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニル（
ここで、上記ラジカルは、それぞれ置換されていてもよい）を表し；又は、
　置換されていてもよい（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニ
ル（ここで、これらは、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択される１個以上のヘテロ原子で
中断されていてもよい）を表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルコキシ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカル
ボニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニル、アミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）
アルキルアミノカルボニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノカルボニル、（Ｃ３－Ｃ６

）シクロアルキルアミノカルボニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、ジ
（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノチオカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルカルボニル、
（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルカルボニル若しくはアミノチオカルボニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ
、置換されていてもよい）を表すか、又は、カルボニル若しくはカルボキシルを表し；又
は、
　置換されていてもよいフェニル又は置換されていてもよいヘタリールを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキ
シ（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルオキシ、（Ｃ３－Ｃ６）シ
クロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルオキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルオキシ、（Ｃ３

－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシ、（Ｃ２－Ｃ６）アルキニルオキシ
若しくはカルボニルオキシ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい
）を表すか、又は、ヒドロキシルを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、ジハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルアミノ、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキ
ルアミノ、ジ（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルボニル
アミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルコキシカルボニルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルカルバモ
イルアミノ、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）アルケニルアミ
ノ、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルケニル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノ、（Ｃ２－Ｃ６）ア
ルキニルアミノ（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていてもよい）を表すか
、又は、アミノを表し；又は、
　（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ１

－Ｃ６）アルキルスルホニル、ハロ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルファニル、ハロ（Ｃ１－
Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルス
ルファニル、（Ｃ３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルフィニル、（Ｃ

３－Ｃ６）シクロアルキル（Ｃ１－Ｃ６）アルキルスルホニル、アミノスルホニル、（Ｃ

１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル、ジ（Ｃ１－Ｃ６）アルキルアミノスルホニル若し
くはアリールアミノスルホニル（ここで、上記ラジカルは、それぞれ、置換されていても
よい）を表すか、又は、スルファニルを表し；又は、
　Ｒ８とＲ９は、それらが結合している原子と一緒に、飽和又は不飽和の３～６員の環（
ここで、該環は、ハロゲン、シアノ、ニトロ、ヒドロキシ、アミノ、メチル、エチル、ト
リフルオロメチル、ジフルオロメチル、トリフルオロエチル、ジフルオロエチル、メトキ
シ、エトキシ、トリフルオロメトキシ、トリフルオロエトキシ及び（Ｃ３－Ｃ６）シクロ
アルキル（ここで、該シクロアルキルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されてい
てもよい）からなる群から選択される同一であるか又は異なっている置換基で置換されて
いてもよく、及び、Ｏ、Ｓ及びＮからなる群から選択されるヘテロ原子で中断されていて
もよい）を形成してもよく；
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘ及びＹは、それぞれ互いに独立して、水素、フッ素、塩素、臭素、メチル、エチル、
トリフルオロメチル、２，２－ジフルオロメチル、ジフルオロメトキシ、トリフルオロメ
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トキシ、シクロプロピル、シアノ、アミノ、ヒドロキシル又はニトロを表し；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１６】
　請求項１４又は１５に記載の化合物において、
　式（Ｉ－Ｃ）で表される下位構造は、
【化１４】

からなる群から選択される下位構造を表し；
ここで、
　Ｒ１０は、水素、メチル、エチル、プロピル、イソプロピル、ｔｅｒｔ－ブチル、シク
ロプロピルメチル、ＣＨ２ＣＨ（ＣＨ３）２、ＣＨ２Ｃ（ＣＨ３）３、ＣＨ２ＣＦ３、Ｃ
Ｈ２ＣＨＦ２、ＣＨ（ＣＨ３）ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨ２ＣＦ３、ＣＨ２ＣＨ２ＣＨＦ２又は
シクロプロピル（ここで、該シクロプロピルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換さ
れていてもよい）又はシクロヘキシル（ここで、該シクロヘキシルは、メチル、フッ素、
塩素、シアノで置換されていてもよい）又はシクロプロピルメチル（ここで、該シクロプ
ロピルメチルは、メチル、フッ素、塩素、シアノで置換されていてもよい）を表し；
　Ｗは、水素又はフッ素を表し；
　Ｘは、水素、塩素、フッ素又はメチルを表し；
　Ｙは、塩素、臭素、シアノ、メチル、トリフルオロメチル又はフッ素を表し；
　ここで、Ｘ及びＹは、特に、以下の組合せ（Ｙ，Ｘ）を表し：（Ｍｅ、Ｆ）、（Ｍｅ，
Ｈ）、（Ｍｅ，Ｃｌ）、（Ｍｅ，Ｍｅ）、（Ｃｌ，Ｃｌ）、（Ｃｌ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｆ）
、（Ｃｌ，Ｈ）、（Ｍｅ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｈ）、（Ｂｒ，Ｆ）、（ＣＮ，Ｈ）、（Ｆ，Ｆ
）、（ＣＦ３，Ｈ）；
　Ｚは、水素を表し；及び、
　ｎは、数０又は１を表す；
前記化合物。
【請求項１７】
　活性化合物組成物であって、請求項１～１２のいずれかに記載の一般式（Ｉ）で表され
る少なくとも１種類の化合物；並びに、
　（１）　アセチルコリンエステラーゼ（ＡＣｈＥ）阻害薬、例えば、
　カーバメート系、例えば、アラニカルブ、アルジカルブ、ベンジオカルブ、ベンフラカ
ルブ、ブトカルボキシム、ブトキシカルボキシム、カルバリル、カルボフラン、カルボス
ルファン、エチオフェンカルブ、フェノブカルブ、ホルメタネート、フラチオカルブ、イ
ソプロカルブ、メチオカルブ、メソミル、メトルカルブ、オキサミル、ピリミカーブ、プ
ロポクスル、チオジカルブ、チオファノックス、トリアザメート、トリメタカルブ、ＸＭ
Ｃ、及び、キシリルカルブ；又は、
　有機リン酸エステル系、例えば、アセフェート、アザメチホス、アジンホス－エチル、
アジンホス－メチル、カズサホス、クロルエトキシホス、クロルフェンビンホス、クロル
メホス、クロルピリホス、クロルピリホス－メチル、クマホス、シアノホス、ジメトン－
Ｓ－メチル、ダイアジノン、ジクロルボス／ＤＤＶＰ、ジクロトホス、ジメトエート、ジ
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メチルビンホス、ダイスルホトン、ＥＰＮ、エチオン、エトプロホス、ファムフール、フ
ェナミホス、フェニトロチオン、フェンチオン、ホスチアゼート、ヘプテノホス、イミシ
アホス、イソフェンホス、Ｏ－（メトキシアミノチオホスホリル）サリチル酸イソプロピ
ル、イソキサチオン、マラチオン、メカルバム、メタミドホス、メチダチオン、メビンホ
ス、モノクロトホス、ナレド、オメトエート、オキシジメトン－メチル、パラチオン、パ
ラチオン－メチル、フェントエート、ホレート、ホサロン、ホスメット、ホスファミドン
、ホキシム、ピリミホス－メチル、プロフェノホス、プロペタムホス、プロチオホス、ピ
ラクロホス、ピリダフェンチオン、キナルホス、スルホテップ、テブピリムホス、テメホ
ス、テルブホス、テトラクロルビンホス、チオメトン、トリアゾホス、トリクロルホン、
及び、バミドチオン；
　（２）　ＧＡＢＡ制御塩化物チャンネル拮抗薬、例えば、
　シクロジエン有機塩素系、例えば、クロルダン、及び、エンドスルファン；又は、
　フェニルピラゾール系（フィプロール）、例えば、エチプロール、及び、フィプロニル
；
　（３）　ナトリウムチャンネルモジュレーター／電位依存性ナトリウムチャンネル遮断
薬、例えば、
　ピレスロイド系、例えば、アクリナトリン、アレスリン、ｄ－シス－トランスアレスリ
ン、ｄ－トランスアレスリン、ビフェントリン、ビオアレスリン、ビオアレスリン　Ｓ－
シクロペンテニル異性体、ビオレスメトリン、シクロプロトリン、シフルトリン、ベータ
－シフルトリン、シハロトリン、ラムダ－シハロトリン、ガンマ－シハロトリン、シペル
メトリン、アルファ－シペルメトリン、ベータ－シペルメトリン、シータ－シペルメトリ
ン、ゼータ－シペルメトリン、シフェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体］、デルタメ
トリン、エムペントリン［（ＥＺ）－（１Ｒ）異性体］、エスフェンバレレート、エトフ
ェンプロックス、フェンプロパトリン、フェンバレレート、フルシトリネート、フルメト
リン、タウ－フルバリネート、ハルフェンプロックス、イミプロトリン、カデトリン、ペ
ルメトリン、フェノトリン［（１Ｒ）－トランス異性体）］、プラレトリン、ピレトリン
（除虫菊（ｐｙｒｅｔｈｒｕｍ））、レスメトリン、シラフルオフェン、テフルトリン、
テトラメトリン、テトラメトリン［（１Ｒ）異性体］、トラロメトリン、及び、トランス
フルトリン；又は、
　ＤＤＴ；又は、メトキシクロル；
　（４）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）作動薬、例えば、
　ネオニコチノイド系、例えば、アセタミプリド、クロチアニジン、ジノテフラン、イミ
ダクロプリド、ニテンピラム、チアクロプリド、及び、チアメトキサム；又は、
　ニコチン；
　（５）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体（ｎＡＣｈＲ）アロステリック活性化薬
、例えば、
　スピノシン系、例えば、スピネトラム、及び、スピノサド；
　（６）　塩化物チャンネル活性化薬、例えば、
　アベルメクチン系／ミルベマイシン系、例えば、アバメクチン、エマメクチン安息香酸
塩、レピメクチン、及び、ミルベメクチン；
　（７）　幼若ホルモン模倣物質、例えば、
　幼若ホルモン類似体、例えば、ハイドロプレン、キノプレン、及び、メトプレン；又は
、
　フェノキシカルブ；又は、ピリプロキシフェン；
　（８）　作用機序が知られていないか又は特定されていない活性化合物、例えば、
　ハロゲン化アルキル系、例えば、臭化メチル、及び、別のハロゲン化アルキル；又は、
　クロロピクリン；又は、フッ化スルフリル；又は、ホウ砂；又は、吐酒石；
　（９）　選択的摂食阻害薬、例えば、
　ピメトロジン；又は、フロニカミド；
　（１０）　ダニ成長阻害薬、例えば、
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　クロフェンテジン、ヘキシチアゾクス、及び、ジフロビダジン；又は、
　エトキサゾール；
　（１１）　昆虫腸管膜の微生物ディスラプター、例えば、
　バシルス・ツリンギエンシス・亜種・イスラエレンシス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒ
ｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｉｓｒａｅｌｅｎｓｉｓ）、バシルス・ス
ファエリクス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｓｐｈａｅｒｉｃｕｓ）、バシルス・ツリンギエンシ
ス・亜種・アイザワイ（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅ
ｃｉｅｓ　ａｉｚａｗａｉ）、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・クルスタキ（Ｂａｃ
ｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｋｕｒｓｔａｋｉ）
、バシルス・ツリンギエンシス・亜種・テネブリオニス（Ｂａｃｉｌｌｕｓ　ｔｈｕｒｉ
ｎｇｉｅｎｓｉｓ　ｓｕｂｓｐｅｃｉｅｓ　ｔｅｎｅｂｒｉｏｎｉｓ）、及び、ＢＴ植物
タンパク質：Ｃｒｙ１Ａｂ、Ｃｒｙ１Ａｃ、Ｃｒｙ１Ｆａ、Ｃｒｙ２Ａｂ、ｍＣｒｙ３Ａ
、Ｃｒｙ３Ａｂ、Ｃｒｙ３Ｂｂ、Ｃｒｙ３４／３５Ａｂ１；
　（１２）　酸化的リン酸化阻害薬、ＡＴＰディスラプター、例えば、
　ジアフェンチウロン；又は、
　有機スズ化合物、例えば、アゾシクロチン、シヘキサチン、及び、酸化フェンブタスズ
；又は、
　プロパルギット；又は、テトラジホン；
　（１３）　Ｈプロトン勾配を妨げる酸化的リン酸化デカップラー、例えば、
　クロルフェナピル、ＤＮＯＣ、及び、スルフルラミド；
　（１４）　ニコチン作動性アセチルコリン受容体拮抗薬、例えば、
　ベンスルタップ、カルタップ塩酸塩、チオシクラム、及び、チオスルタップ－ナトリウ
ム；
　（１５）　キチン生合成阻害薬（タイプ０）、例えば、
　ビストリフルロン、クロルフルアズロン、ジフルベンズロン、フルシクロクスロン、フ
ルフェノクスロン、ヘキサフルムロン、ルフェヌロン、ノバルロン、ノビフルムロン、テ
フルベンズロン、及び、トリフルムロン；
　（１６）　キチン生合成阻害薬（タイプ１）、例えば、
　ブプロフェジン；
　（１７）　脱皮撹乱剤（ｍｏｕｌｔｉｎｇ　ｄｉｓｒｕｐｔｏｒ）（双翅目）、例えば
、
　シロマジン；
　（１８）　エクジソン受容体作動薬、例えば、
　クロマフェノジド、ハロフェノジド、メトキシフェノジド、及び、テブフェノジド；
　（１９）　オクトパミン作動性作動薬、例えば、
　アミトラズ；
　（２０）　複合体ＩＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　ヒドラメチルノン；又は、アセキノシル；又は、フルアクリピリム；
　（２１）　複合体Ｉ電子伝達阻害薬、例えば、
　ＭＥＴＩ殺ダニ剤、例えば、フェナザキン、フェンピロキシメート、ピリミジフェン、
ピリダベン、テブフェンピラド、及び、トルフェンピラド；又は、
　ロテノン（Ｄｅｒｒｉｓ）；
　（２２）　電位依存性ナトリウムチャンネル遮断薬、例えば、
　インドキサカルブ；又は、メタフルミゾン；
　（２３）　アセチルＣｏＡカルボキシラーゼの阻害薬、例えば、
　テトロン酸誘導体及びテトラミン酸誘導体、例えば、スピロジクロフェン、スピロメシ
フェン、及び、スピロテトラマト；
　（２４）　複合体ＩＶ電子伝達阻害薬、例えば、
　ホスフィン系、例えば、リン化アルミニウム、リン化カルシウム、ホスフィン、及び、
リン化亜鉛；又は、
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　シアン化物；
　（２５）　複合体ＩＩ電子伝達阻害薬、例えば、
　シエノピラフェン；
　（２８）　リアノジン受容体エフェクター、例えば、
　ジアミド系、例えば、クロラントラニリプロール、及び、フルベンジアミド；
　作用機序が知られていないさらなる活性化合物、例えば、アミドフルメト、アザジラク
チン、ベンクロチアズ、ベンゾキシメート、ビフェナゼート、ブロモプロピレート、キノ
メチオナート、氷晶石（ｃｒｙｏｌｉｔｅ）、シアントラニリプロール（シアジピル）、
シフルメトフェン、ジコホル、ジフロビダジン、フルエンスルホン、フルフェネリム、フ
ルフィプロール、フルオピラム、フフェノジド（ｆｕｆｅｎｏｚｉｄｅ）、イミダクロチ
ズ、イプロジオン、メペルフルトリン、ピリダリル、ピリフルキナゾン、テトラメチルフ
ルトリン、及び、ヨードメタン；並びに、さらに、バシルス・フィルムス（Ｂａｃｉｌｌ
ｕｓ　ｆｉｒｍｕｓ）に基づくさらなる調製物（特に、株ＣＮＣＭ　Ｉ－１５８２、例え
ば、ＶＯＴｉＶＯＴＭ，　ＢｉｏＮｅｍ）、及び、以下の既知活性化合物のうちの１種類
：３－ブロモ－Ｎ－｛２－ブロモ－４－クロロ－６－［（１－シクロプロピルエチル）カ
ルバモイル］フェニル｝－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－
５－カルボキサミド、４－｛［（６－ブロモピリダ－３－イル）メチル］（２－フルオロ
エチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、
４－｛［（６－フルオロピリダ－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオロエチル）アミ
ノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（２
－クロロ－１，３－チアゾール－５－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フ
ラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、４－｛［（６－クロ
ルピリダ－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オ
ン（ＷＯ２００７／１１５６４４から既知）、フルピラジフロン（ｆｌｕｐｙｒａｄｉｆ
ｕｒｏｎｅ）、４－｛［（６－クロル－５－フルオロピリダ－３－イル）メチル］（メチ
ル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－
｛［（５，６－ジクロロピリダ－３－イル）メチル］（２－フルオロエチル）アミノ｝フ
ラン－２（５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４６から既知）、４－｛［（６－クロ
ロ－５－フルオロピリダ－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（
５Ｈ）－オン（ＷＯ２００７／１１５６４３から既知）、４－｛［（６－クロロピリダ－
３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－
０５３９５８８から既知）、４－｛［（６－クロルピリダ－３－イル）メチル］（メチル
）アミノ｝フラン－２（５Ｈ）－オン（ＥＰ－Ａ－０５３９５８８から既知）、｛［１－
（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデ
ン｝シアナミド（ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）及びそのジアステレオマー｛［
（１Ｒ）－１－（６－クロロピリジン－３－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－
スルファニリデン｝シアナミド（Ａ）及び｛［（１Ｓ）－１－（６－クロロピリジン－３
－イル）エチル］（メチル）オキシド－λ４－スルファニリデン｝シアナミド（Ｂ）（同
様に、ＷＯ２００７／１４９１３４から既知）、並びに、さらに、スルホキサフロル及び
そのジアステレオマー［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ
１）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフルオロメチル）
ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ａ２）（ジアス
テレオマー群Ａとして識別される）（ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１０／０７
４７５１から既知）、［（Ｒ）－メチル（オキシド）｛（１Ｓ）－１－［６－（トリフル
オロメチル）ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ
１）及び［（Ｓ）－メチル（オキシド）｛（１Ｒ）－１－［６－（トリフルオロメチル）
ピリジン－３－イル］エチル｝－λ４－スルファニリデン］シアナミド（Ｂ２）（ジアス
テレオマー群Ｂとして識別される）（同様に、ＷＯ２０１０／０７４７４７、ＷＯ２０１
０／０７４７５１から既知）、並びに、１１－（４－クロロ－２，６－ジメチルフェニル
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）－１２－ヒドロキシ－１，４－ジオキサ－９－アザジスピロ［４．２．４．２］テトラ
デカ－１１－エン－１０－オン（ＷＯ２００６／０８９６３３から既知）、３－（４’－
フルオロ－２，４－ジメチルビフェニル－３－イル）－４－ヒドロキシ－８－オキサ－１
－アザスピロ［４．５］デカ－３－エン－２－オン（ＷＯ２００８／０６７９１１から既
知）、１－｛２－フルオロ－４－メチル－５－［（２，２，２－トリフルオロエチル）ス
ルフィニル］フェニル｝－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－１，２，４－トリアゾー
ル－５－アミン（ＷＯ２００６／０４３６３５から既知）、［（３Ｓ，４ａＲ，１２Ｒ，
１２ａＳ，１２ｂＳ）－３－［（シクロプロピルカルボニル）オキシ］－６，１２－ジヒ
ドロキシ－４，１２ｂ－ジメチル－１１－オキソ－９－（ピリジン－３－イル）－１，３
，４，４ａ，５，６，６ａ，１２，１２ａ，１２ｂ－デカヒドロ－２Ｈ，１１Ｈ－ベンゾ
［ｆ］ピラノ［４，３－ｂ］クロメン－４－イル］メチルシクロプロパンカルボキシレー
ト（ＷＯ２００８／０６６１５３から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）
－Ｎ，Ｎ－ジメチルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２００６／０５６４３３から既知）、
２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－メチルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２
００６／１００２８８から既知）、２－シアノ－３－（ジフルオロメトキシ）－Ｎ－エチ
ルベンゼンスルホンアミド（ＷＯ２００５／０３５４８６から既知）、４－（ジフルオロ
メトキシ）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－１，２－ベンゾチアゾール－３－アミン　１，１
－ジオキシド（ＷＯ２００７／０５７４０７から既知）、Ｎ－［１－（２，３－ジメチル
フェニル）－２－（３，５－ジメチルフェニル）エチル］－４，５－ジヒドロ－１，３－
チアゾール－２－アミン（ＷＯ２００８／１０４５０３から既知）、｛１’－［（２Ｅ）
－３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－エン－１－イル］－５－フルオロスピロ［イ
ンドール－３，４’－ピペリジン］－１（２Ｈ）－イル｝（２－クロロピリジン－４－イ
ル）メタノン（ＷＯ２００３／１０６４５７から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニ
ル）－４－ヒドロキシ－８－メトキシ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン
－２－オン（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、３－（２，５－ジメチルフェニル
）－８－メトキシ－２－オキソ－１，８－ジアザスピロ［４．５］デカ－３－エン－４－
イル　エチル　カルボネート（ＷＯ２００９／０４９８５１から既知）、４－（ブタ－２
－イン－１－イルオキシ）－６－（３，５－ジメチルピペリジン－１－イル）－５－フル
オロピリミジン（ＷＯ２００４／０９９１６０から既知）、（２，２，３，３，４，４，
５，５－オクタフルオロペンチル）（３，３，３－トリフルオロプロピル）マロノニトリ
ル（ＷＯ２００５／０６３０９４から既知）、（２，２，３，３，４，４，５，５－オク
タフルオロペンチル）（３，３，４，４，４－ペンタフルオロブチル）マロノニトリル（
ＷＯ２００５／０６３０９４から既知）、８－［２－（シクロプロピルメトキシ）－４－
（トリフルオロメチル）フェノキシ］－３－［６－（トリフルオロメチル）ピリダジン－
３－イル］－３－アザビシクロ［３．２．１］オクタン（ＷＯ２００７／０４０２８０か
ら既知）、フロメトキン（ｆｌｏｍｅｔｏｑｕｉｎ）、ＰＦ１３６４（ＣＡＳ－Ｒｅｇ．
Ｎｏ．１２０４７７６－６０－２）（ＪＰ２０１０／０１８５８６から既知）、５－［５
－（３，５－ジクロロフェニル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１
，２－オキサゾール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）
ベンゾニトリル（ＷＯ２００７／０７５４５９から既知）、５－［５－（２－クロロピリ
ジン－４－イル）－５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾ
ール－３－イル］－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）ベンゾニトリル
（ＷＯ２００７／０７５４５９から既知）、４－［５－（３，５－ジクロロフェニル）－
５－（トリフルオロメチル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－
２－メチル－Ｎ－｛２－オキソ－２－［（２，２，２－トリフルオロエチル）アミノ］エ
チル｝ベンズアミド（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、４－｛［（６－クロロピ
リジン－３－イル）メチル］（シクロプロピル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（
５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（２，２－ジフルオ
ロエチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン、４－｛［（６－クロロ
ピリジン－３－イル）メチル］（エチル）アミノ｝－１，３－オキサゾール－２（５Ｈ）
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－オン、４－｛［（６－クロロピリジン－３－イル）メチル］（メチル）アミノ｝－１，
３－オキサゾール－２（５Ｈ）－オン（これらは、全て、ＷＯ２０１０／００５６９２か
ら既知）、ＮＮＩ－０７１１（ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、１－アセチル－
Ｎ－［４－（１，１，１，３，３，３－ヘキサフルオロ－２－メトキシプロパン－２－イ
ル）－３－イソブチルフェニル］－Ｎ－イソブチリル－３，５－ジメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド（ＷＯ２００２／０９６８８２から既知）、２－［２－（｛［
３－ブロモ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カ
ルボニル｝アミノ）－５－クロロ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカル
ボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－
１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝ア
ミノ）－５－シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル
（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、２－［２－（｛［３－ブロモ－１－（３－ク
ロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）－５－
シアノ－３－メチルベンゾイル］－２－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００
５／０８５２１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（
３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）
ベンゾイル］－１，２－ジエチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２
１６から既知）、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロモ－１－（３－クロロピ
リジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル｝アミノ）ベンゾイル］
－２－エチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２００５／０８５２１６から既知）、（
５ＲＳ，７ＲＳ；５ＲＳ，７ＳＲ）－１－（６－クロロ－３－ピリジルメチル）－１，２
，３，５，６，７－ヘキサヒドロ－７－メチル－８－ニトロ－５－プロポキシイミダゾ［
１，２－ａ］ピリジン（ＷＯ２００７／１０１３６９から既知）、２－｛６－［２－（５
－フルオロピリジン－３－イル）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－イル
｝ピリミジン（ＷＯ２０１０／００６７１３から既知）、２－｛６－［２－（ピリジン－
３－イル）－１，３－チアゾール－５－イル］ピリジン－２－イル｝ピリミジン（ＷＯ２
０１０／００６７１３から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－イル）－Ｎ－［４－
シアノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－｛［５－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－テトラゾール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カル
ボキサミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、１－（３－クロロピリジン－２－
イル）－Ｎ－［４－シアノ－２－メチル－６－（メチルカルバモイル）フェニル］－３－
｛［５－（トリフルオロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１
Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、Ｎ－［
２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６－メチルフェニル］－１－（３
－クロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－テトラゾ
ール－１－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（ＷＯ２０１０／０
６９５０２から既知）、Ｎ－［２－（ｔｅｒｔ－ブチルカルバモイル）－４－シアノ－６
－メチルフェニル］－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－３－｛［５－（トリフル
オロメチル）－２Ｈ－テトラゾール－２－イル］メチル｝－１Ｈ－ピラゾール－５－カル
ボキサミド（ＷＯ２０１０／０６９５０２から既知）、（１Ｅ）－Ｎ－［（６－クロロピ
リジン－３－イル）メチル］－Ｎ’－シアノ－Ｎ－（２，２－ジフルオロエチル）エタン
イミドアミド（ＷＯ２００８／００９３６０から既知）、Ｎ－［２－（５－アミノ－１，
３，４－チアジアゾール－２－イル）－４－クロロ－６－メチルフェニル］－３－ブロモ
－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－カルボキサミド（Ｃ
Ｎ１０２０５７９２５から既知）、及び、２－［３，５－ジブロモ－２－（｛［３－ブロ
モ－１－（３－クロロピリジン－２－イル）－１Ｈ－ピラゾール－５－イル］カルボニル
｝アミノ）ベンゾイル］－２－エチル－１－メチルヒドラジンカルボン酸メチル（ＷＯ２
０１１／０４９２３３から既知）；
からなる群から選択される少なくとも１種類のさらなる殺虫活性化合物、殺ダニ活性化合
物若しくは殺線虫活性化合物；及び／又は、
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　（１）　エルゴステロール生合成の阻害薬、例えば、（１．１）アルジモルフ（１７０
４－２８－５）、（１．２）アザコナゾール（６０２０７－３１－０）、（１．３）ビテ
ルタノール（５５１７９－３１－２）、（１．４）ブロムコナゾール（１１６２５５－４
８－２）、（１．５）シプロコナゾール（１１３０９６－９９－４）、（１．６）ジクロ
ブトラゾール（７５７３６－３３－３）、（１．７）ジフェノコナゾール（１１９４４６
－６８－３）、（１．８）ジニコナゾール（８３６５７－２４－３）、（１．９）ジニコ
ナゾール－Ｍ（８３６５７－１８－５）、（１．１０）ドデモルフ（１５９３－７７－７
）、（１．１１）酢酸ドデモルフ（３１７１７－８７－０）、（１．１２）エポキシコナ
ゾール（１０６３２５－０８－０）、（１．１３）エタコナゾール（６０２０７－９３－
４）、（１．１４）フェナリモール（６０１６８－８８－９）、（１．１５）フェンブコ
ナゾール（１１４３６９－４３－６）、（１．１６）フェンヘキサミド（１２６８３３－
１７－８）、（１．１７）フェンプロピジン（６７３０６－００－７）、（１．１８）フ
ェンプロピモルフ（６７３０６－０３－０）、（１．１９）フルキンコナゾール（１３６
４２６－５４－５）、（１．２０）フルルプリミドール（５６４２５－９１－３）、（１
．２１）フルシラゾール（８５５０９－１９－９）、（１．２２）フルトリアホール（７
６６７４－２１－０）、（１．２３）フルコナゾール（１１２８３９－３３－５）、（１
．２４）フルコナゾール－シス（１１２８３９－３２－４）、（１．２５）ヘキサコナゾ
ール（７９９８３－７１－４）、（１．２６）イマザリル（６０５３４－８０－７）、（
１．２７）硫酸イマザリル（５８５９４－７２－２）、（１．２８）イミベンコナゾール
（８６５９８－９２－７）、（１．２９）イプコナゾール（１２５２２５－２８－７）、
（１．３０）メトコナゾール（１２５１１６－２３－６）、（１．３１）ミクロブタニル
（８８６７１－８９－０）、（１．３２）ナフチフィン（６５４７２－８８－０）、（１
．３３）ヌアリモール（６３２８４－７１－９）、（１．３４）オキシポコナゾール（１
７４２１２－１２－５）、（１．３５）パクロブトラゾール（７６７３８－６２－０）、
（１．３６）ペフラゾエート（１０１９０３－３０－４）、（１．３７）ペンコナゾール
（６６２４６－８８－６）、（１．３８）ピペラリン（３４７８－９４－２）、（１．３
９）プロクロラズ（６７７４７－０９－５）、（１．４０）プロピコナゾール（６０２０
７－９０－１）、（１．４１）プロチオコナゾール（１７８９２８－７０－６）、（１．
４２）ピリブチカルブ（８８６７８－６７－５）、（１．４３）ピリフェノックス（８８
２８３－４１－４）、（１．４４）キンコナゾール（１０３９７０－７５－８）、（１．
４５）シメコナゾール（１４９５０８－９０－７）、（１．４６）スピロキサミン（１１
８１３４－３０－８）、（１．４７）テブコナゾール（１０７５３４－９６－３）、（１
．４８）テルビナフィン（９１１６１－７１－６）、（１．４９）テトラコナゾール（１
１２２８１－７７－３）、（１．５０）トリアジメホン（４３１２１－４３－３）、（１
．５１）トリアジメノール（８９４８２－１７－７）、（１．５２）トリデモルフ（８１
４１２－４３－３）、（１．５３）トリフルミゾール（６８６９４－１１－１）、（１．
５４）トリホリン（２６６４４－４６－２）、（１．５５）トリチコナゾール（１３１９
８３－７２－７）、（１．５６）ウニコナゾール（８３６５７－２２－１）、（１．５７
）ウニコナゾール－ｐ（８３６５７－１７－４）、（１．５８）ビニコナゾール（７７１
７４－６６－４）、（１．５９）ボリコナゾール（１３７２３４－６２－９）、（１．６
０）１－（４－クロロフェニル）－２－（１Ｈ－１，２，４－トリアゾール－１－イル）
シクロヘプタノール（１２９５８６－３２－９）、（１．６１）１－（２，２－ジメチル
－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－１－イル）－１Ｈ－イミダゾール－５－カルボン
酸メチル（１１０３２３－９５－０）、（１．６２）Ｎ’－｛５－（ジフルオロメチル）
－２－メチル－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェニル｝－Ｎ－エチル－
Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１．６３）Ｎ－エチル－Ｎ－メチル－Ｎ’－｛２－メ
チル－５－（トリフルオロメチル）－４－［３－（トリメチルシリル）プロポキシ］フェ
ニル｝イミドホルムアミド、及び、（１．６４）Ｏ－［１－（４－メトキシフェノキシ）
－３，３－ジメチルブタン－２－イル］　１Ｈ－イミダゾール－１－カルボチオエート（
１１１２２６－７１－２）；
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　（２）　呼吸阻害薬（呼吸鎖阻害薬）、例えば、（２．１）ビキサフェン（５８１８０
９－４６－３）、（２．２）ボスカリド（１８８４２５－８５－６）、（２．３）カルボ
キシン（５２３４－６８－４）、（２．４）ジフルメトリム（１３０３３９－０７－０）
、（２．５）フェンフラム（２４６９１－８０－３）、（２．６）フルオピラム（６５８
０６６－３５－４）、（２．７）フルトラニル（６６３３２－９６－５）、（２．８）フ
ルキサピロキサド（９０７２０４－３１－３）、（２．９）フラメトピル（１２３５７２
－８８－３）、（２．１０）フルメシクロックス（６０５６８－０５－０）、（２．１１
）イソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）とアンチ－
エピマー性ラセミ化合物（１ＲＳ，４ＳＲ，９ＳＲ）の混合物）（８８１６８５－５８－
１）、（２．１２）イソピラザム（アンチ－エピマー性ラセミ化合物）、（２．１３）イ
ソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｓ）、（２．１４）イ
ソピラザム（アンチ－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｒ）、（２．１５）イ
ソピラザム（シン－エピマー性ラセミ化合物　１ＲＳ，４ＳＲ，９ＲＳ）、（２．１６）
イソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｒ，４Ｓ，９Ｒ）、（２．１７）イ
ソピラザム（シン－エピマー性エナンチオマー　１Ｓ，４Ｒ，９Ｓ）、（２．１８）メプ
ロニル（５５８１４－４１－０）、（２．１９）オキシカルボキシン（５２５９－８８－
１）、（２．２０）ペンフルフェン（４９４７９３－６７－８）、（２．２１）ペンチオ
ピラド（１８３６７５－８２－３）、（２．２２）セダキサン（８７４９６７－６７－６
）、（２．２３）チフルザミド（１３００００－４０－７）、（２．２４）１－メチル－
Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル］－３－（トリフルオ
ロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２５）３－（ジフルオロメ
チル）－１－メチル－Ｎ－［２－（１，１，２，２－テトラフルオロエトキシ）フェニル
］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２６）３－（ジフルオロメチル）－
Ｎ－［４－フルオロ－２－（１，１，２，３，３，３－ヘキサフルオロプロポキシ）フェ
ニル］－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（２．２７）Ｎ－［１－
（２，４－ジクロロフェニル）－１－メトキシプロパン－２－イル］－３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド（１０９２４００－９５
－７）、（２．２８）５，８－ジフルオロ－Ｎ－［２－（２－フルオロ－４－｛［４－（
トリフルオロメチル）ピリジン－２－イル］オキシ｝フェニル）エチル］キナゾリン－４
－アミン（１２１００７０－８４－０）（ＷＯ　２０１００２５４５１から既知）、（２
．２９）Ｎ－［９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メ
タノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（２．３０）Ｎ－［（１Ｓ，４Ｒ）－９－（ジクロロメチレン
）－１，２，３，４－テトラヒドロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジ
フルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、及び、（２．
３１）Ｎ－［（１Ｒ，４Ｓ）－９－（ジクロロメチレン）－１，２，３，４－テトラヒド
ロ－１，４－メタノナフタレン－５－イル］－３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド；
　（３）　呼吸鎖の複合体ＩＩＩに作用する呼吸阻害薬（呼吸鎖阻害薬）、例えば、（３
．１）アメトクトラジン（８６５３１８－９７－４）、（３．２）アミスルブロム（３４
８６３５－８７－０）、（３．３）アゾキシストロビン（１３１８６０－３３－８）、（
３．４）シアゾファミド（１２０１１６－８８－３）、（３．５）クメトキシストロビン
（ｃｏｕｍｅｔｈｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（８５０８８１－３０－０）、（３．６）クモ
キシストロビン（８５０８８１－７０－８）、（３．５）ジモキシストロビン（１４１６
００－５２－４）、（３．６）エネストロブリン（２３８４１０－１１－２）（ＷＯ　２
００４／０５８７２３から既知）、（３．９）ファモキサドン（１３１８０７－５７－３
）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．１０）フェンアミドン（１６１３
２６－３４－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．１１）フェノキシ
ストロビン（ｆｅｎｏｘｙｓｔｒｏｂｉｎ）（９１８１６２－０２－４）、（３．１２）
フルオキサストロビン（３６１３７７－２９－９）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から
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既知）、（３．１３）クレソキシム－メチル（１４３３９０－８９－０）（ＷＯ　２００
４／０５８７２３から既知）、（３．１４）メトミノストロビン（１３３４０８－５０－
１）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．１５）オリサストロビン（１８
９８９２－６９－１）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．１６）ピコキ
シストロビン（１１７４２８－２２－５）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、
（３．１７）ピラクロストロビン（１７５０１３－１８－０）（ＷＯ　２００４／０５８
７２３から既知）、（３．１８）ピラメトストロビン（９１５４１０－７０－７）（ＷＯ
　２００４／０５８７２３から既知）、（３．１９）ピラオキシストロビン（８６２５８
８－１１－２）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．２０）ピリベンカル
ブ（７９９２４７－５２－２）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．２１
）トリクロピリカルブ（９０２７６０－４０－１）、（３．２２）トリフロキシストロビ
ン（１４１５１７－２１－７）（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．２３
）（２Ｅ）－２－（２－｛［６－（３－クロロ－２－メチルフェノキシ）－５－フルオロ
ピリミジン－４－イル］オキシ｝フェニル）－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタ
ンアミド（ＷＯ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．２４）（２Ｅ）－２－（メ
トキシイミノ）－Ｎ－メチル－２－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロ
メチル）フェニル］エチルデン｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）エタンアミド（Ｗ
Ｏ　２００４／０５８７２３から既知）、（３．２５）（２Ｅ）－２－（メトキシイミノ
）－Ｎ－メチル－２－｛２－［（Ｅ）－（｛１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル
］エトキシ｝イミノ）メチル］フェニル｝エタンアミド（１５８１６９－７３－４）、（
３．２６）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（１Ｅ）－１－（３－｛［（Ｅ）－１－フルオ
ロ－２－フェニルエテニル］オキシ｝フェニル）エチルデン］アミノ｝オキシ）メチル］
フェニル｝－２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド（３２６８９６－２８－
０）、（３．２７）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛［（２Ｅ，３Ｅ）－４－（２，６－ジク
ロロフェニル）ブタ－３－エン－２－イリデン］アミノ｝オキシ）メチル］フェニル｝－
２－（メトキシイミノ）－Ｎ－メチルエタンアミド、（３．２８）２－クロロ－Ｎ－（１
，１，３－トリメチル－２，３－ジヒドロ－１Ｈ－インデン－４－イル）ピリジン－３－
カルボキサミド（１１９８９９－１４－８）、（３．２９）５－メトキシ－２－メチル－
４－（２－｛［（｛（１Ｅ）－１－［３－（トリフルオロメチル）フェニル］エチルデン
｝アミノ）オキシ］メチル｝フェニル）－２，４－ジヒドロ－３Ｈ－１，２，４－トリア
ゾール－３－オン、（３．３０）（２Ｅ）－２－｛２－［（｛シクロプロピル［（４－メ
トキシフェニル）イミノ］メチル｝スルファニル）メチル］フェニル｝－３－メトキシプ
ロパ－２－エン酸メチル（１４９６０１－０３－６）、（３．３１）Ｎ－（３－エチル－
３，５，５－トリメチルシクロヘキシル）－３－（ホルミルアミノ）－２－ヒドロキシベ
ンズアミド（２２６５５１－２１－９）、（３．３２）２－｛２－［（２，５－ジメチル
フェノキシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（１７３６６
２－９７－０）、及び、（３．３３）（２Ｒ）－２－｛２－［（２，５－ジメチルフェノ
キシ）メチル］フェニル｝－２－メトキシ－Ｎ－メチルアセトアミド（３９４６５７－２
４－０）；
　（４）　有糸分裂及び細胞分裂の阻害薬、例えば、（４．１）ベノミル（１７８０４－
３５－２）、（４．２）カルベンダジム（１０６０５－２１－７）、（４．３）クロルフ
ェナゾール（３５７４－９６－７）、（４．４）ジエトフェンカルブ（８７１３０－２０
－９）、（４．５）エタボキサム（１６２６５０－７７－３）、（４．６）フルオピコリ
ド（２３９１１０－１５－７）、（４．７）フベリダゾール（３８７８－１９－１）、（
４．８）ペンシクロン（６６０６３－０５－６）、（４．９）チアベンダゾール（１４８
－７９－８）、（４．１０）チオファネート－メチル（２３５６４－０５－８）、（４．
１１）チオファネート（２３５６４－０６－９）、（４．１２）ゾキサミド（１５６０５
２－６８－５）、（４．１３）５－クロロ－７－（４－メチルピペリジン－１－イル）－
６－（２，４，６－トリフルオロフェニル）［１，２，４］トリアゾロ［１，５－ａ］ピ
リミジン（２１４７０６－５３－３）、及び、（４．１４）３－クロロ－５－（６－クロ
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ロピリジン－３－イル）－６－メチル－４－（２，４，６－トリフルオロフェニル）ピリ
ダジン（１００２７５６－８７－７）；
　（５）　多部位に活性を示す化合物、例えば、（５．１）ボルドー液（８０１１－６３
－０）、（５．２）カプタホール（２４２５－０６－１）、（５．３）キャプタン（１３
３－０６－２）（ＷＯ　０２／１２１７２から既知）、（５．４）クロロタロニル（１８
９７－４５－６）、（５．５）銅調製物、例えば、水酸化銅（２０４２７－５９－２）、
（５．６）ナフテン酸銅（１３３８－０２－９）、（５．７）酸化銅（１３１７－３９－
１）、（５．８）塩基性塩化銅（１３３２－４０－７）、（５．９）硫酸銅（７７５８－
９８－７）、（５．１０）ジクロフルアニド（１０８５－９８－９）、（５．１１）ジチ
アノン（３３４７－２２－６）、（５．１２）ドジン（２４３９－１０－３）、（５．１
３）ドジン遊離塩基、（５．１４）ファーバム（１４４８４－６４－１）、（５．１５）
フルオロホルペット（７１９－９６－０）、（５．１６）ホルペット（１３３－０７－３
）、（５．１７）グアザチン（１０８１７３－９０－６）、（５．１８）酢酸グアザチン
、（５．１９）イミノクタジン（１３５１６－２７－３）、（５．２０）イミノクタジン
アルベシル酸塩（１６９２０２－０６－６）、（５．２１）イミノクタジン三酢酸塩（５
７５２０－１７－９）、（５．２２）マンカッパー（５３９８８－９３－５）、（５．２
３）マンゼブ（８０１８－０１－７）、（５．２４）マンネブ（１２４２７－３８－２）
、（５．２５）メチラム（９００６－４２－２）、（５．２６）メチラム亜鉛（ｚｉｎｃ
　ｍｅｔｉｒａｍ）（９００６－４２－２）、（５．２７）オキシン銅（ｃｏｐｐｅｒ－
ｏｘｉｎｅ）（１０３８０－２８－６）、（５．２８）プロパミジン（ｐｒｏｐａｍｉｄ
ｉｎｅ）（１０４－３２－５）、（５．２９）プロピネブ（１２０７１－８３－９）、（
５．３０）硫黄及び硫黄剤、例えば、多硫化カルシウム（７７０４－３４－９）、（５．
３１）チウラム（１３７－２６－８）、（５．３２）トリルフルアニド（７３１－２７－
１）、（５．３３）ジネブ（１２１２２－６７－７）、及び、（５．３４）ジラム（１３
７－３０－４）；
　（６）　抵抗性誘導剤、例えば、（６．１）アシベンゾラル－Ｓ－メチル（１３５１５
８－５４－２）、（６．２）イソチアニル（２２４０４９－０４－１）、（６．３）プロ
ベナゾール（２７６０５－７６－１）、及び、（６．４）チアジニル（２２３５８０－５
１－６）；
　（７）　アミノ酸及びタンパク質の生合成の阻害薬、例えば、（７．１）アンドプリム
（ａｎｄｏｐｒｉｍ）（２３９５１－８５－１）、（７．２）ブラストサイジン－Ｓ（２
０７９－００－７）、（７．３）シプロジニル（１２１５５２－６１－２）、（７．４）
カスガマイシン（６９８０－１８－３）、（７．５）カスガマイシン塩酸塩水和物（１９
４０８－４６－９）、（７．６）メパニピリム（１１０２３５－４７－７）、（７．７）
ピリメタニル（５３１１２－２８－０）、及び、（７．８）３－（５－フルオロ－３，３
，４，４－テトラメチル－３，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（８６１
６４７－３２－７）（ＷＯ　２００５０７０９１７から既知）；
　（８）　ＡＴＰ産生阻害薬、例えば、（８．１）酢酸トリフェニルスズ（９００－９５
－８）、（８．２）塩化トリフェニルスズ（６３９－５８－７）、（８．３）水酸化トリ
フェニルスズ（７６－８７－９）、及び、（８．４）シルチオファム（１７５２１７－２
０－６）；
　（９）　細胞壁合成の阻害薬、例えば、（９．１）ベンチアバリカルブ（１７７４０６
－６８－７）、（９．２）ジメトモルフ（１１０４８８－７０－５）、（９．３）フルモ
ルフ（２１１８６７－４７－９）、（９．４）イプロバリカルブ（１４０９２３－１７－
７）、（９．５）マンジプロパミド（３７４７２６－６２－２）、（９．６）ポリオキシ
ン（１１１１３－８０－７）、（９．７）ポリオキソリム（２２９７６－８６－９）、（
９．８）バリダマイシンＡ（３７２４８－４７－８）、及び、（９．９）バリフェナレー
ト（２８３１５９－９４－４；２８３１５９－９０－０）；
　（１０）　脂質及び膜の合成の阻害薬、例えば、（１０．１）ビフェニル（９２－５２
－４）、（１０．２）クロロネブ（２６７５－７７－６）、（１０．３）ジクロラン（９
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９－３０－９）、（１０．４）エジフェンホス（１７１０９－４９－８）、（１０．５）
エトリジアゾール（２５９３－１５－９）、（１０．６）ヨードカルブ（ｉｏｄｏｃａｒ
ｂ）（５５４０６－５３－６）、（１０．７）イプロベンホス（２６０８７－４７－８）
、（１０．８）イソプロチオラン（５０５１２－３５－１）、（１０．９）プロパモカル
ブ（２５６０６－４１－１）、（１０．１０）プロパモカルブ塩酸塩（２５６０６－４１
－１）、（１０．１１）プロチオカルブ（１９６２２－０８－３）、（１０．１２）ピラ
ゾホス（１３４５７－１８－６）、（１０．１３）キントゼン（８２－６８－８）、（１
０．１４）テクナゼン（１１７－１８－０）、及び、（１０．１５）トルクロホス－メチ
ル（５７０１８－０４－９）；
　（１１）　メラニン生合成阻害薬、例えば、（１１．１）カルプロパミド（１０４０３
０－５４－８）、（１１．２）ジクロシメット（１３９９２０－３２－４）、（１１．３
）フェノキサニル（１１５８５２－４８－７）、（１１．４）フタリド（２７３５５－２
２－２）、（１１．５）ピロキロン（５７３６９－３２－１）、（１１．６）トリシクラ
ゾール（４１８１４－７８－２）、及び、（１１．７）｛３－メチル－１－［（４－メチ
ルベンゾイル）アミノ］ブタン－２－イル｝カルバミン酸２，２，２－トリフルオロエチ
ル（８５１５２４－２２－６）（ＷＯ　２００５０４２４７４から既知）；
　（１２）　核酸合成の阻害薬、例えば、（１２．１）ベナラキシル（７１６２６－１１
－４）、（１２．２）ベナラキシル－Ｍ（キララキシル（ｋｉｒａｌａｘｙｌ））（９８
２４３－８３－５）、（１２．３）ブピリメート（４１４８３－４３－６）、（１２．４
）クロジラコン（６７９３２－８５－８）、（１２．５）ジメチリモール（５２２１－５
３－４）、（１２．６）エチリモール（２３９４７－６０－６）、（１２．７）フララキ
シル（５７６４６－３０－７）、（１２．８）ヒメキサゾール（１０００４－４４－１）
、（１２．９）メタラキシル（５７８３７－１９－１）、（１２．１０）メタラキシル－
Ｍ（メフェノキサム）（７０６３０－１７－０）、（１２．１１）オフラセ（５８８１０
－４８－３）、（１２．１２）オキサジキシル（７７７３２－０９－３）、及び、（１２
．１３）オキソリン酸（１４６９８－２９－４）；
　（１３）　シグナル伝達阻害薬、例えば、（１３．１）クロゾリネート（８４３３２－
８６－５）、（１３．２）フェンピクロニル（７４７３８－１７－３）、（１３．３）フ
ルジオキソニル（１３１３４１－８６－１）、（１３．４）イプロジオン（３６７３４－
１９－７）、（１３．５）プロシミドン（３２８０９－１６－８）、（１３．６）キノキ
シフェン（１２４４９５－１８－７）、及び、（１３．７）ビンクロゾリン（５０４７１
－４４－８）；
　（１４）　デカップラー、例えば、（１４．１）ビナパクリル（４８５－３１－４）、
（１４．２）ジノカップ（１３１－７２－６）、（１４．３）フェリムゾン（８９２６９
－６４－７）、（１４．４）フルアジナム（７９６２２－５９－６）、及び、（１４．５
）メプチルジノカップ（１３１－７２－６）；
　（１５）　さらなる化合物、例えば、（１５．１）ベンチアゾール（２１５６４－１７
－０）、（１５．２）ベトキサジン（１６３２６９－３０－５）、（１５．３）カプシマ
イシン（ｃａｐｓｉｍｙｃｉｎ）（７０６９４－０８－５）、（１５．４）カルボン（９
９－４９－０）、（１５．５）キノメチオネート（２４３９－０１－２）、（１５．６）
ピリオフェノン（クラザフェノン（ｃｈｌａｚａｆｅｎｏｎｅ））（６８８０４６－６１
－９）、（１５．７）クフラネブ（１１０９６－１８－７）、（１５．８）シフルフェナ
ミド（１８０４０９－６０－３）、（１５．９）シモキサニル（５７９６６－９５－７）
、（１５．１０）シプロスルファミド（２２１６６７－３１－８）、（１５．１１）ダゾ
メット（５３３－７４－４）、（１５．１２）デバカルブ（６２７３２－９１－６）、（
１５．１３）ジクロロフェン（９７－２３－４）、（１５．１４）ジクロメジン（６２８
６５－３６－５）、（１５．１５）ジフェンゾコート（４９８６６－８７－７）、（１５
．１６）ジフェンゾコートメチル硫酸塩（４３２２２－４８－６）、（１５．１７）ジフ
ェニルアミン（１２２－３９－４）、（１５．１８）エコメイト、（１５．１９）フェン
ピラザミン（４７３７９８－５９－３）、（１５．２０）フルメトベル（１５４０２５－
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０４－４）、（１５．２１）フルオロミド（ｆｌｕｏｒｏｍｉｄ）（４１２０５－２１－
４）、（１５．２２）フルスルファミド（１０６９１７－５２－６）、（１５．２３）フ
ルチアニル（３０４９００－２５－２）、（１５．２４）ホセチル－アルミニウム（３９
１４８－２４－８）、（１５．２５）ホセチル－カルシウム、（１５．２６）ホセチル－
ナトリウム（３９１４８－１６－８）、（１５．２７）ヘキサクロロベンゼン（１１８－
７４－１）、（１５．２８）イルママイシン（８１６０４－７３－１）、（１５．２９）
メタスルホカルブ（６６９５２－４９－６）、（１５．３０）イソチオシアン酸メチル（
５５６－６１－６）、（１５．３１）メトラフェノン（２２０８９９－０３－６）、（１
５．３２）ミルディオマイシン（６７５２７－７１－３）、（１５．３３）ナタマイシン
（７６８１－９３－８）、（１５．３４）ジメチルジチオカルバミン酸ニッケル（１５５
２１－６５－０）、（１５．３５）ニトロタル－イソプロピル（１０５５２－７４－６）
、（１５．３６）オクチリノン（２６５３０－２０－１）、（１５．３７）オキサモカル
ブ（ｏｘａｍｏｃａｒｂ）（９１７２４２－１２－７）、（１５．３８）オキシフェンチ
イン（ｏｘｙｆｅｎｔｈｉｉｎ）（３４４０７－８７－９）、（１５．３９）ペンタクロ
ロフェノール及びその塩（８７－８６－５）、（１５．４０）フェノトリン、（１５．４
１）リン酸及びその塩（１３５９８－３６－２）、（１５．４２）プロパモカルブ－ホセ
チレート（ｐｒｏｐａｍｏｃａｒｂ－ｆｏｓｅｔｙｌａｔｅ）、（１５．４３）プロパノ
シン－ナトリウム（ｐｒｏｐａｎｏｓｉｎｅ－ｓｏｄｉｕｍ）（８８４９８－０２－６）
、（１５．４４）プロキナジド（１８９２７８－１２－４）、（１５．４５）ピリモルフ
（８６８３９０－９０－３）、（１５．４５ｅ）（２Ｅ）－３－（４－ｔｅｒｔ－ブチル
フェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－（モルホリン－４－イル）プ
ロパ－２－エン－１－オン（１２３１７７６－２８－５）、（１５．４５ｚ）（２Ｚ）－
３－（４－ｔｅｒｔ－ブチルフェニル）－３－（２－クロロピリジン－４－イル）－１－
（モルホリン－４－イル）プロパ－２－エン－１－オン（１２３１７７６－２９－６）、
（１５．４６）ピロールニトリン（１０１８－７１－９）（ＥＰ－Ａ　１５５９３２０か
ら既知）、（１５．４７）テブフロキン（３７６６４５－７８－２）、（１５．４８）テ
クロフタラム（７６２８０－９１－６）、（１５．４９）トルニファニド（３０４９１１
－９８－６）、（１５．５０）トリアゾキシド（７２４５９－５８－６）、（１５．５１
）トリクラミド（７０１９３－２１－４）、（１５．５２）ザリラミド（８４５２７－５
１－５）、（１５．５３）（３Ｓ，６Ｓ，７Ｒ，８Ｒ）－８－ベンジル－３－［（｛３－
［（イソブチリルオキシ）メトキシ］－４－メトキシピリジン－２－イル｝カルボニル）
アミノ］－６－メチル－４，９－ジオキソ－１，５－ジオキソナン－７－イル　２－メチ
ルプロパノエート（５１７８７５－３４－２）（ＷＯ　２００３０３５６１７から既知）
、（１５．５４）１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－
４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル
｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピ
ラゾール－１－イル］エタノン（１００３３１９－７９－６）、（１５．５５）１－（４
－｛４－［（５Ｓ）－５－（２，６－ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２
－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）
－２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタ
ノン（１００３３１９－８０－９）、（１５．５６）１－（４－｛４－［５－（２，６－
ジフルオロフェニル）－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３
－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）－２－［５－メチル－３－（トリフル
オロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］エタノン（１００３３１８－６７－９）、
（１５．５７）１－（４－メトキシフェノキシ）－３，３－ジメチルブタン－２－イル　
１Ｈ－イミダゾール－１－カルボキシレート（１１１２２７－１７－９）、（１５．５８
）２，３，５，６－テトラクロロ－４－（メチルスルホニル）ピリジン（１３１０８－５
２－６）、（１５．５９）２，３－ジブチル－６－クロロチエノ［２，３－ｄ］ピリミジ
ン－４（３Ｈ）－オン（２２１４５１－５８－７）、（１５．６０）２，６－ジメチル－
１Ｈ，５Ｈ－［１，４］ジチイノ［２，３－ｃ：５，６－ｃ’］ジピロール－１，３，５
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，７（２Ｈ，６Ｈ）－テトロン、（１５．６１）２－［５－メチル－３－（トリフルオロ
メチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（４－｛４－［（５Ｒ）－５－フェニル
－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－イル］－１，３－チアゾール－２－イ
ル｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３３１６－５３－７）、（１５．６２）２
－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－（
４－｛４－［（５Ｓ）－５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１，２－オキサゾール－３－
イル］－１，３－チアゾール－２－イル｝ピペリジン－１－イル）エタノン（１００３３
１６－５４－８）、（１５．６３）２－［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１
Ｈ－ピラゾール－１－イル］－１－｛４－［４－（５－フェニル－４，５－ジヒドロ－１
，２－オキサゾール－３－イル）－１，３－チアゾール－２－イル］ピペリジン－１－イ
ル｝エタノン（１００３３１６－５１－５）、（１５．６４）２－ブトキシ－６－ヨード
－３－プロピル－４Ｈ－クロメン－４－オン、（１５．６５）２－クロロ－５－［２－ク
ロロ－１－（２，６－ジフルオロ－４－メトキシフェニル）－４－メチル－１Ｈ－イミダ
ゾール－５－イル］ピリジン、（１５．６６）２－フェニルフェノール及びその塩（９０
－４３－７）、（１５．６７）３－（４，４，５－トリフルオロ－３，３－ジメチル－３
，４－ジヒドロイソキノリン－１－イル）キノリン（８６１６４７－８５－０）（ＷＯ　
２００５０７０９１７から既知）、（１５．６８）３，４，５－トリクロロピリジン－２
，６－ジカルボニトリル（１７８２４－８５－０）、（１５．６９）３－［５－（４－ク
ロロフェニル）－２，３－ジメチル－１，２－オキサゾリジン－３－イル］ピリジン、（
１５．７０）３－クロロ－５－（４－クロロフェニル）－４－（２，６－ジフルオロフェ
ニル）－６－メチルピリダジン、（１５．７１）４－（４－クロロフェニル）－５－（２
，６－ジフルオロフェニル）－３，６－ジメチルピリダジン、（１５．７２）５－アミノ
－１，３，４－チアジアゾール－２－チオール、（１５．７３）５－クロロ－Ｎ’－フェ
ニル－Ｎ’－（プロパ－２－イン－１－イル）チオフェン－２－スルホノヒドラジド（１
３４－３１－６）、（１５．７４）５－フルオロ－２－［（４－フルオロベンジル）オキ
シ］ピリミジン－４－アミン（１１７４３７６－１１－４）（ＷＯ　２００９０９４４４
２から既知）、（１５．７５）５－フルオロ－２－［（４－メチルベンジル）オキシ］ピ
リミジン－４－アミン（１１７４３７６－２５－０）（ＷＯ　２００９０９４４４２から
既知）、（１５．７６）５－メチル－６－オクチル［１，２，４］トリアゾロ［１，５－
ａ］ピリミジン－７－アミン、（１５．７７）（２Ｚ）－３－アミノ－２－シアノ－３－
フェニルプロパ－２－エン酸エチル、（１５．７８）Ｎ’－（４－｛［３－（４－クロロ
ベンジル）－１，２，４－チアジアゾール－５－イル］オキシ｝－２，５－ジメチルフェ
ニル）－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．７９）Ｎ－（４－クロロ
ベンジル）－３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル
］プロパンアミド、（１５．８０）Ｎ－［（４－クロロフェニル）（シアノ）メチル］－
３－［３－メトキシ－４－（プロパ－２－イン－１－イルオキシ）フェニル］プロパンア
ミド、（１５．８１）Ｎ－［（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）メチル］－
２，４－ジクロロピリジン－３－カルボキサミド、（１５．８２）Ｎ－［１－（５－ブロ
モ－３－クロロピリジン－２－イル）エチル］－２，４－ジクロロピリジン－３－カルボ
キサミド、（１５．８３）Ｎ－［１－（５－ブロモ－３－クロロピリジン－２－イル）エ
チル］－２－フルオロ－４－ヨードピリジン－３－カルボキサミド、（１５．８４）Ｎ－
｛（Ｅ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジフルオロメトキシ）－２，
３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミド（２２１２０１－９２－
９）、（１５．８５）Ｎ－｛（Ｚ）－［（シクロプロピルメトキシ）イミノ］［６－（ジ
フルオロメトキシ）－２，３－ジフルオロフェニル］メチル｝－２－フェニルアセトアミ
ド（２２１２０１－９２－９）、（１５．８６）Ｎ’－｛４－［（３－ｔｅｒｔ－ブチル
－４－シアノ－１，２－チアゾール－５－イル）オキシ］－２－クロロ－５－メチルフェ
ニル｝－Ｎ－エチル－Ｎ－メチルイミドホルムアミド、（１５．８７）Ｎ－メチル－２－
（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］ア
セチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－（１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１
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－イル）－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１４－４９－６）、（１
５．８８）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ
－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン－４－イル）－Ｎ－［（１Ｒ）－１，２
，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］－１，３－チアゾール－４－カルボキサ
ミド（９２２５１４－０７－６）、（１５．８９）Ｎ－メチル－２－（１－｛［５－メチ
ル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－１－イル］アセチル｝ピペリジン
－４－イル）－Ｎ－［（１Ｓ）－１，２，３，４－テトラヒドロナフタレン－１－イル］
－１，３－チアゾール－４－カルボキサミド（９２２５１４－４８－５）、（１５．９０
）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチルデ
ン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン酸ペンチル、（１５．９
１）フェナジン－１－カルボン酸、（１５．９２）キノリン－８－オール（１３４－３１
－６）、（１５．９３）キノリン－８－オールスルフェート（２：１）（１３４－３１－
６）、及び、（１５．９４）｛６－［（｛［（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イ
ル）（フェニル）メチレン］アミノ｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバミン
酸
ｔｅｒｔ－ブチル；
　（１６）　さらなる化合物、例えば、（１６．１）１－メチル－３－（トリフルオロメ
チル）－Ｎ－［２’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾー
ル－４－カルボキサミド、（１６．２）Ｎ－（４’－クロロビフェニル－２－イル）－３
－（ジフルオロメチル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６
．３）Ｎ－（２’，４’－ジクロロビフェニル－２－イル）－３－（ジフルオロメチル）
－１－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．４）３－（ジフルオロ
メチル）－１－メチル－Ｎ－［４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－
１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．５）Ｎ－（２’，５’－ジフルオロビ
フェニル－２－イル）－１－メチル－３－（トリフルオロメチル）－１Ｈ－ピラゾール－
４－カルボキサミド、（１６．６）３－（ジフルオロメチル）－１－メチル－Ｎ－［４’
－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カ
ルボキサミド、（１６．７）５－フルオロ－１，３－ジメチル－Ｎ－［４’－（プロパ－
１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド
、（１６．８）２－クロロ－Ｎ－［４’－（プロパ－１－イン－１－イル）ビフェニル－
２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド、（１６．９）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ
－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１
－メチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．１０）Ｎ－［４’－（３，
３－ジメチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－５－フルオロ－１，
３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．１１）３－（ジフルオ
ロメチル）－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）－１－メチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（１６．１２）Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル
）－５－フルオロ－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６
．１３）２－クロロ－Ｎ－（４’－エチニルビフェニル－２－イル）ピリジン－３－カル
ボキサミド、（１６．１４）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３，３－ジメチルブタ－１－イ
ン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボキサミド（ＥＰ－Ａ　１５
５９３２０から既知）、（１６．１５）４－（ジフルオロメチル）－２－メチル－Ｎ－［
４’－（トリフルオロメチル）ビフェニル－２－イル］－１，３－チアゾール－５－カル
ボキサミド、（１６．１６）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ－３－メチル
ブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル－１Ｈ－ピラゾ
ール－４－カルボキサミド、（１６．１７）２－クロロ－Ｎ－［４’－（３－ヒドロキシ
－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン－３－カルボ
キサミド、（１６．１８）３－（ジフルオロメチル）－Ｎ－［４’－（３－メトキシ－３
－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１－メチル－１Ｈ－ピラ
ゾール－４－カルボキサミド、（１６．１９）５－フルオロ－Ｎ－［４’－（３－メトキ
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シ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］－１，３－ジメチル
－１Ｈ－ピラゾール－４－カルボキサミド、（１６．２０）２－クロロ－Ｎ－［４’－（
３－メトキシ－３－メチルブタ－１－イン－１－イル）ビフェニル－２－イル］ピリジン
－３－カルボキサミド、（１６．２１）（５－ブロモ－２－メトキシ－４－メチルピリジ
ン－３－イル）（２，３，４－トリメトキシ－６－メチルフェニル）メタノン、（１６．
２２）Ｎ－［２－（４－｛［３－（４－クロロフェニル）プロパ－２－イン－１－イル］
オキシ｝－３－メトキシフェニル）エチル］－Ｎ２－（メチルスルホニル）バリンアミド
（２２０７０６－９３－４）、（１６．２３）４－オキソ－４－［（２－フェニルエチル
）アミノ］ブタン酸、及び、（１６．２４）ブタ－３－イン－１－イル　｛６－［（｛［
（Ｚ）－（１－メチル－１Ｈ－テトラゾール－５－イル）（フェニル）メチレン］アミノ
｝オキシ）メチル］ピリジン－２－イル｝カルバメート；
からなる群から選択される少なくとも１種類のさらなる殺菌活性成分；
を含んでいる前記活性化合物組成物。
【請求項１８】
　農薬組成物であって、請求項１～１６のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される少なくと
も１種類の化合物又は請求項１７に記載の組成物、並びに、増量剤及び／又は界面活性剤
を含んでいることを特徴とする、前記農薬組成物。
【請求項１９】
　農薬組成物を製造する方法であって、請求項１～１６のいずれかに記載の式（Ｉ）で表
される化合物又は請求項１７に記載の組成物を増量剤及び／又は界面活性剤と混合させる
ことを特徴とする、前記方法。
【請求項２０】
　害虫を防除する方法であって、請求項１～１６のいずれかに記載の式（Ｉ）で表される
化合物又は請求項１７に記載の組成物を、害虫及び／又はそれらの生息環境に作用させる
ことを特徴とする、前記方法。
【請求項２１】
　作物保護において、材料物質の保護において、及び／又は、獣医学の分野において、害
虫を防除するための、請求項１～１６に記載の式（Ｉ）で表される化合物又は請求項１７
に記載の組成物の使用。
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